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Development of the larvae of the Indian red admiral (Vanessa indica Herbst: Lepidoptera, 
Nymphalidae) on red clover (Trifolium pretense: Leguminosae) in a cage 
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Abstract Attempts were made to raise the larvae of the Indian red admiral butterfly (Vanessa indica Herbst: 
Lepidoptera, Nymphalidae) on red clover (Trifolium pratense: Leguminosae) in a cage. Providing red clover as the 
food plant for the larvae at different instar stages resulted in a higher rate of larval death in younger instars. Some 
larvae could successfully mature to become pupae and finally adults. The red clover-fed larvae required longer periods 
of time to develop into pupae, and the rate of emergence was also low. The size of pupae produced from the larvae fed 
with red clover was much smaller than normal, and the emergent adults were also small in size, but with no marked 
difference in either the form of the wings or of the arrangement of the colors on the wings. The results showed that 
red clover can be used as a food source for the larvae of the Indian red admiral, but it may not be ideal for maximum 


breeding success for this butterfly. 
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は じ め に 


アカ タテ ハ (Vanessa indica Herbst 1794 : Lepidoptera, 
Nymphalidae) は 日 本 を 含む アジ ア ・ オ セア ニア 地域 に 広 
く 分 布 し て お り , 日 本 で は 厳寒 期 を 除く ほとん どの 時 期 に 
普通 に 見 られ る (白水 ・ 黒 子 , 1960 : 白水 ・ 原 , 1960 : 横 
山 ・ 若 林 , 1964; AK, 1965: HHS, 1083). AOS 
虫 は イラ クサ , マオ (AT) コア カ ソ な どの イラ ク 
サ 科 植物 を 主食 と する が , ケヤキ , ハル ニレ な どの ニレ 科 
植物 を 食べ る こと も 稀 に あり , また ホッ プ や カナ ム グ ラ な 
どの アサ 科 植 物 か ら 幼 虫 が 発見 され た こと も ある (白水 ・ 
JR, 1960; 横山 ・ 若 林 , 1964; 白水 , 1965; 福田 ら , 
1983). 本 種 は 一 般 に 成虫 越冬 する が , 関東 地方 で は 幼虫 
で 越冬 する こと も 観察 され て いる (松井 ・ 松 井 , 1988 : E 
Al, 2000) OT, 同 地 方 より 温暖 な 地域 で は 成虫 と と も に 
幼虫 で 越冬 する 個体 も いる と 思わ れる (福田 ら , 1983). 
越冬 し た 本 種 の 母 蝶 は , 早春 に 芽 吹 い た 食 草 の 若葉 な ど に 
ONL, 般 化 し た 幼虫 は ? ~ 6 週間 を か け て 生育 し 成虫 に 
な る (AK: E, 1960 : 福田 ら , 1983). 福岡 市 沿岸 部 で 
は 例年 3 月 中 旬 一 下旬 に 第 1 化成 虫 が 出現 する (AK, 
1965). 


福岡 市 東 区 に お いて , 2013 年 4 月 に モン キチ ナチ ョ ウ (Colias 
erate poliographus Motschulsky 1860) の 幼虫 を 室内 に お い 
て 飼育 し て いた と ころ , その 食 草 と し て 用 いて いた ムラ サ 


キツ メ ク サ (アカ ツメ クサ , Trifolium pratense L. : 
Leguminosae) を 食べ る 未知 幼虫 の 混入 を 発見 し た (4 月 27 
A). 未知 幼虫 は アカ タテ ハ あ る い は ヒメ アカ タテ ハ の 若 
齢 幼 昌 に 酷似 し て いた が , 正確 に は 判定 で き な か っ た . し 
か し , モン キチ ョ ウ の 幼 虫 を 飼育 し て いた 場所 に 隣接 し て , 
同時 期 に アカ タテ ハハ 幼虫 を マオ (Boehmeria nivea Gaud. : 
Urticaceae) で 飼育 し て いた の で , その 幼虫 が 混入 し た の 
で あろ うと 推測 し た . 混入 し て いた 未知 幼虫 は , モン キチ ョ 
ウゥ の 幼虫 と 共存 させ る 形 で ムラ サキ ツメ クサ を 与え て 飼育 
し 続け た と ころ , 順調 に 成育 し , MESSRS ICHMEL, 同 
5 月 17 日 に アカ タテ ハ 成 虫 が 羽化 し た . 羽化 個体 は 野外 で 
採集 され る 個体 より や や 小型 の 春秋 型 メ ス で あっ た が , B 
絞 や 形態 に 異常 は 認め られ な か っ た (鈴木 , REK). € 
CC, アカ タテ ハ の 幼虫 が ムラ サキ ツメ クサ を 食べ 成長 で 
きる こと が わか っ た の で , その 詳細 を 調べ た . 


調査 は 2014 年 3 月 末 ~ 6 月 上 旬 に 行っ た . 野外 に お いて 捕 
獲 し た アカ タテ ハ の メス を マオ へ 産卵 させ , MELE Mw 
が 成育 し て 1 齢 5$ 齢 の 各 段 階 に 到達 し た 時 点 で ムラ サキ 
ツメ クサ 食 に 移行 きせ , その 後 の 生育 状況 等 を 室内 で 飼育 
し 観察 し た . その 結果 , 低い 生存 率 で は あっ た が . アカ タ 
テハ の 幼虫 が ムラ サキ ツメ クサ を 食べ て 成育 し , MORE 
に まで な る こと が わか っ た . 
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Dll. PTA T2 O0JEBgIDU & XI o fus. 


A, マオ の 葉 に 産ま れ た アカ タテ ハ の 卵 . B, マオ 食 1 齢 幼虫 の 食 痕 . CE ムラ サキ ツ 
メ ク サ 食 効 是 の 食 痕 (C: SETA, D: 第 II 群 3 齢 幼虫 . E : SS VARS MRM HU). F, 
A Z3 pU ZAMEOAER ANS IV EES HY H. 
Fig. I. Oviposition and feeding traces of the larvae of the Indian red admiral. 

A. Eggs laid on the leaves of mao. B, Feeding traces produced on the leaves of mao by Ist instar 
larvae. C - E, Feeding traces produced on the leaves of red clover by Ist instar larvae (group I, 
C), those produced on the stem of red clover by 3rd instar larvae (group II, D), and those 
produced on the leaf of red clover by Sth instar larvae (group IV, E). F, A Sth instar larva eating 


flower petals of the red clover. 


材料 お よび 方 法 





猪野 ダム (福岡 県 福岡 市 東 区 久山 町 ) へ 登る 道路 脇 の 緩 や 
か な 南西 向き 斜面 の 林 緑 部 に ? x 20 m ほ どの 広 さ で 群生 し 
て いる ナガ バイ ラク サ (Urtica angustifolia var. sikokiana 
Makino) に , 2014 年 3 月 29 日 午後 1 時 か ら 30 分 ほど の 間 に 
産卵 に 訪れ た アカ タテ ハ の メス 15 頭 を 捕獲 し , 自宅 (福岡 
WRK) に 持ち 帰り , BUE IOBSIEremddu Gn 
販 蜂 蜜 を 約 20 分 の 1 に 水 で 希釈 し た 溶液 ) を 全て の 個体 に 3 
回 (3 月 29 日 夕刻 , 3 月 30 日 の 朝 と 夕刻 ) ほど 充分 に 与え , 
ダン ボー ル 紙 製 の 暗 箱 ( 幅 30 x 奥行 30x 高 き 50 cm) に 人 
れ て 室内 の 暗 所 に 静 置 し た . 2014 年 3 月 31 日 午前 1I1 時 か ら 
午後 2 時 まで の 3 時 間 (晴れ , 微風 . 気温 17 ~ 18°C) に わ 
た り . 10 本 ほど 新芽 (高き 20 ~ 30 cm) が 伸び た 鉢植 え の 
マオ に ネッ ト (網目 : 1 mm. 幅 33x 高き 50 cm) を 被せ , 
その 中 に 捕獲 し た メス 15 頭 を 放し て , 自宅 庭 の 直射 日 光 の 


当たる 地上 に 静 置 し た と ころ , ほとん どの メス 個体 が 産卵 
し た . 産卵 は お も に マオ の 葉 に な され た (BIA) が , 一 
部 の 卵 は 披 せ た ネッ ト 上 や マオ の 茎 部 分 に も 産み つけ られ 
た . 正確 な 産卵 数 は 確認 で き な か っ た が , お よそ 5800 卵 で 
あっ た . すべ て 同一 の 鉢植 え マ オ に 産卵 させ た の で , KH 
蝶 の 産卵 数 や 卵 の 特定 は で き な か っ た . 


産卵 され た 鉢植 え マ オ を 室内 に お いて 管理 し た と ころ , fil 
年 4 月 7 日 に ほぼ 一 斉 に 映 化 し た ( 卵 期 :7 日 ). 一 部 の 卵 は 
絆 4 月 8 日 に 射 化し 効 了 昌 に な っ た が , それ ら の 幼虫 は 本 調査 
か ら 除 外し , 4 月 7 日 に 喘 化 し た 幼虫 だ け を プー ル 幼 虫 と し 
て , マオ を 与え て 飼育 し た . 効 虫 は 6 群 に 分 けた . 対照 群 (50 
頭 ) は , 全 効 虫 期 に わた り マ オ の み を 与え て 飼育 し た . W 
昌 期 の 全 過 程 ( 帳 化 直後 か ら 疫 化 ま で ) を ムラ サキ ツメ ク 
サ で 飼育 し た 幼虫 を 第 群 (26 頭 ) と し た . 第 II 群 (68 頭 ), 
第 II 群 (5558), 第 IV 群 (500), 第 V 群 (50 頭 ) は , プー 
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ル 幼 虫 が 2 齢 , 3, 4 齢 , 5$ 齢 に を それぞれ 脱皮 し た 直後 に 捕 
獲 し . ムラ サキ ツメ クサ の 葉 上 に 移し , Hts 2 ETHE 
た 


プー ル 幼 虫 は 産卵 され た 鉢植 え マ オ に ネッ ト (網目 :1 
mm) を か け て 保全 し 飼育 し た が , Xiao xc 
育 し た 段階 で マオ の 葉 が 食べ つく され て な く な っ た の で 
それ 以降 は 自宅 の 庭 で 生育 し て いた マオ を 水 挿し に し て 与 
2, 飼育 を 継続 し た . その た め , 第 V 群 に 用 いた プー ル 幼 
虫 は , 4 齢 の 途中 か ら 以 降 は , 他 の ムラ サキ ツメ クサ 食 群 
な ら び に 対照 群 と 異な る マオ を 食べ 成長 し た . 第 I 群 一 第 
山 群 の 3 齢 まで の 幼虫 は CNHENEWOTIAF 9 IR 
器 ( 幅 10x 奥行 10x 高 き 5.5cm: クリ ー ン カッ プ , KGF- 
470B, リス 株 式 会 社 , 岐阜 市 ) に 入れ , ムラ サキ ツメ ク 
サ の 新芽 部 分 を 切り 取っ て 与え 飼育 し た . 4 齢 以上 の 幼虫 
は , 金網 製 の 円 筒 形容 器 (GHA: 5mm, 径 22.5x 高 さ 
24 cm) に ネッ ト (網目 : 約 1 mm) を 被せ , その 中 に 切り 取っ 
た ムラ サキ ツメ クサ の 枝 (20-25 cm) を 10 本 程度 水 挿し に 
し て 入れ , 飼育 し た . 幼虫 は 群 毎 に 個別 の 容器 に いれ て 集 
団 飼育 し た . 飼育 容器 は 室内 窓辺 で 直射 日 光 の 当たら な い 
机上 に 置き , 室温 で 飼育 を 行っ た が , 雨天 の 時 以外 の 日 中 
は 窓 を 開放 し て 網戸 (網目 1mm) だ け に し , 夜間 は 窓 
を 閉め た . 従っ て . 飼育 場所 の 明暗 は 室外 と ほぼ 同じ で ( 直 
射 日 光 は 当たら な い ), 日 中 の 温度 も 室外 と ほぼ 同じ で あっ 
た が ., 夜間 の 温度 は 室外 より や や 高め の 環境 で あっ た . 


食 草 と し て 用 いた マオ や ムラ サキ ツメ クサ は 自宅 庭 で 栽培 
L, 新鮮 な ムラ サキ ツメ クサ の 切 枝 (20 ~ 30cm) を 水 挿 
し に し て 1 ~ 2 日 毎 に 交換 し 与え た . ムラ サキ ツメ クサ 食 
で 飼育 し た 幼虫 の 多く が 4 5 齢 に 達する と , ムラ サキ ツ 
メ ク サ の 葉 と 共に 花弁 を 選び 好 食 し た の で , 4 齢 以降 の 幼 
"mci, 葉 と 共に 満開 に 近い ムラ サキ ツメ クサ の 花穂 も 常 
時 与え た . 


飼育 開始 時 の 幼虫 数 に 対す る 飼育 中 に 死亡 し た 幼虫 の 割合 
を 死亡 率 , WCB CARMHORMA cE, 成虫 に 脱 
BCX EMOMAe TILE, EAR THAME + Hh X 
虫 の 割合 を それ ぞ れ の 生存 率 と し た . ムラ サキ ツメ クサ 食 
JEDER, ムラ サキ ツメ クサ 食 を 開始 し た 時 の 幼虫 
数 に 対す る 遇 化 個体 数 の 割合 と し て 算出 し た . 


WEL ~ 2 日 後に 遇 を 遇 座 か ら 取 り 外 し , 第 8 腹 節 腹 側 中 央 
の 縦 溝 の 有 無 (H: Mia L, WE: NUR V Common 
and Waterhouse, 1981) に よっ て 雌雄 を 判定 し た . 第 8 腹 節 
腹 側が 第 7 節 内 に 入り 込ん で いて 縦 溝 の 有 無 が わか ら な い 
た め に 雌雄 が 判定 で き な か っ た 遇 も 数 頭 あ り , それ ら は 雌 
雄 不明 と し た . MOBS GE) と , 頭頂 か ら 尾 端 ま で の 
長き (HE) を 測定 し た . MRRP AY (コン パク ト 
KFFHL-100, A&D 株 式 会 社 , 東京 ) を 用 いて 精度 0.01 g 
で 測定 し た . WRI FA (AO8434, Mitsutoyo, 東京 ) 
を 用 いて 精度 0.01 mm で 測定 し た . He ED LOIS 
際 に , 映 は 腹 節 部 を 左右 に 激しく 振っ て 動い た が , TOR 
に 静止 し た 状態 を "上 踊 の 安定 状態 " と 判断 し て , MR EN 
定 し た . 羽化 し た 成虫 の 前 政長 (pump SME CO 
RS) b, ノギス を 用 いて 測定 し た . 


測定 値 は 平均 値 (+ 標準 偏差 . n = 観測 数 ) で 表し た . ill 
定 値 の 比較 は Student の 7 検定 を 用 いて 統計 的 評価 を 行い , 
危険 率 $ % 以 下 (P<0.05) の 場合 に 有意 差 が ある と 判定 し た . 
本 稿 で 用 いた アカ タテ ハ 等 の チョ ウ の 種 名 や 英名 は 白水 ・ 
黒子 (1960) と 横山 ・ 若 林 (1964) に 準拠 し , また 植物 名 
や 植物 分 類 は 北村 ・ 村 田 (1961) に 準拠 し た . 調査 期間 中 
の 福岡 地方 の 気温 は 気象 庁 の 資料 に 基づい た . 


結果 
1 . 幼虫 の 成育 


幼虫 の 摂 食 行動 や 食性 に は , VFR OSH) BAG 
キッ メ ク サ 食 群 で 以下 の よう な 特徴 が 観察 され た . 


(D プー ル 幼 虫 を ムラ サキ ッ メ クサ 食 に 移す と , いずれ の 
群 に お いて も , 最初 の 数 日 は 容 吾 内 や 食 草 上 を 類 雑 に 歩き 
A), 直ぐ に 食 章 上 に 留まっ て 葉 を 食べ 出す 幼虫 は あま り 
見 られ ず , また 非 摂 食 時 に も 葉 や 茎 , ある い は 上 巣 の 中 で 静 
止 し て いる 幼虫 は 少な か っ た . 





Bl. FAY TAO, 
A, マオ の 業 を 折り 曲げ て 造っ た 巣 の 天井 か ら 垂 下す 
Ali ( 巣 を 開い た 状態 )、B-D, A7 9 xv ATZ HAH 
OW B, ムラ サキ ツメ クサ の 葉 を 数 枚 寄 り 集 め て 巣 
を 作り , その 天井 か ら 垂 下す る 央 GAME). C, ムラ 
FFY RIFORME Z i E y EVE). D, 
ムラ サキ ツメ クサ 内 に 造ら れ た 巣 の 中 で 垂下 する 2 頭 の 
wW (BEF). 

Fig. 2. Pupae of the Indian red admiral. 
A - C, Pupa formed in a nest produced by folding a leaf of 
mao (A), that formed in the nest produced by connecting 
several leaves of red clover (B), and that formed at the 
middle of the stem of red clover (C). D, Two pupae formed 
in a single nest which is produced by connecting several 
leaves of red clover. 
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(2) プラ スチ ッ ク 人 容器 内 に 収容 し た 対照 群 の 1 ~ 2 齢 幼虫 
は , 個別 の 巣 を 造る こと は な く , マオ の 芽 や 茎 の 部 分 に 吐 
紗 し て 巣 状 の 小 部 屋 を 多く 造り , その 中 に 潜み , 摂 食 時 に 
は 外 に 出 て くる よう で あっ た が , 茎 や 葉 の 上 に 静止 する 幼 
虫 も 多く 見 られ た . ムラ サキ ツメ クサ 食 群 の 1 ~ 24) 
に お いて も 個別 の 巣 を 作ら な い 傾 向 は 認め られ , 非 摂 食 時 
に は ムラ サキ ツメ クサ の 茅 や 葉柄 に 静止 し て いた . 


(3) 対照 群 も ムラ サキ ツメ クサ 食 群 も , 幼虫 が 成育 し 3 ~ 
SHUCET AL, 一 部 の 幼虫 は 3 ~ 4 枚 の 葉 を 糸 で 寄せ 集め , 
ある い は 食 草 と 飼育 容器 の 隙間 に 吐 糸 し て , 直径 1 一 2cm 
の 大 き さ の 巣 を 造り 0, その 中 に 1 頭 づ つ 潜 ん だ が , 多く の 
効 昌 は 葉 や 茎 の 間 に 吐 糸 し て 大 き な 巣 状 の 場所 を 造っ て そ 
の 中 に 潜ん で いた り , 茎 や 葉柄 上 に 静止 し て いた . 


(4) Beg ( ~ 2H) ik, 対照 郡 も ムラ サキ ツメ クサ 
RED, 葉 肉 部 分 だ け を 食べ た の で , 多く の 葉 は 葉脈 が 残 
る よう な 食 症 を 時 し た (マオ 食 1 齢 幼虫 , 図 1B : ムラ サキ 
IAA, BIC). 


(5) A99 v7 A23 £803 B OO JS PLA 
よう に 食べ た が , また 好 ん で ムラ サキ ツメ クサ の 茎 の 中 位 
部 や 葉柄 を 食べ (MID), その た め 葉 の 部 分 が し お れ て し 
まい , 食 草 の 損傷 が 早まっ た . 


(6) 対照 群 の 4 ~ SHS It, 葉脈 の 走行 に 関係 な く 葉 端 
か ら 葉 を 食べ , 葉 の 一 部 が 不 規則 に 欠け た よう な 食 痕 を 残 
Lk. 一 方 , ムラ サキ ツメ クサ 食 群 の 4 ~ SH BIL, 3i 
効 虫 の よう に 茎 や 葉柄 を 食べ る こと は な か っ た が , HOR 
べべ 方 は 3 齢 幼虫 の 摂 食 と よく 似 て お り , 葉 の 周辺 部 か ら 】 
ー 2 mm ほど を か じ る よう に 食べ る だ け で , 葉 全体 を 食べ 
る こと は な く , その た め 葉 の 辺 緑 部 が 不 規則 に 凹み な よう な 
REDERE NE (MIE) また , 好 ん で 花弁 を 食べ , そ 
の 傾向 は 5 齢 幼虫 に お いて 顕著 で あっ た (MIP). 


幼虫 の 生育 期間 , 幅 化 率 に つい て 表 1 に まとめ た . 対照 群 
の 効 虫 は 成育 期間 が 最も 短く , か つ 各 個体 の 成長 が 揃っ て 
OT, 脱 度 も すべ て の 効 虫 が 同日 中 に ほぼ 一 斉 に 行っ た . 
ムラ サキ ツメ クサ 食 群 の 幼虫 は 生育 期間 が 対照 群 功 虫 より 
ES, か つ 個 体 間 で 生育 速度 に 大 き な 差 異 が 見 られ , €i 
に お ける 脱皮 の 期日 が 不揃い で あっ た . ムラ サキ ツメ クサ 
食 の 場合 に は , 各 群 の 幼虫 期間 が 均一 で な か っ た の で , X 
1 に は 最短 , 最長 , お よび 平均 の 幼虫 期間 を 示し た . 


対照 群 で は , NEMUCR25H BIC eas FICHE LZ. d 
と ん どの 幼虫 は 飼育 容器 に 被せ す た ネ ッ ト に 登り , ネット 上 
(URE E> CHE PL, WEL EAS, BECHER SNA lil 
の よう に , マオ の 茎 や 葉 を 折り 曲げ て 造っ た 巣 の 天井 部 分 
か ら 垂 下す る 個体 ( 図 2A) も 数 頭 い た . ムラ サキ ツメ ク 
サ 食 群 効 由 は , いずれ の 群 に お いて る も 映 化 時 期 が 不揃い で , 
最初 の 個体 が 嗣 化し て か ら 最 後 の 個体 が 遇 化す る まで に 
3 一 17 日 を 要 し た (平均 31.0 キ +4.7 日 ). 中 で も 第 TL 群 で は , 
映 化 し た 3 頭 の うち , 最後 の 個体 が 遇 化 し た の は 最初 の 個 
体 が 映 化し て か ら 17 日 後 で あっ た . 第 1~ーV 群 で は , ムラ 
サキ ツメ クサ の 葉 を 数 枚 寄せ 集め て 吐 糸 し 造っ た 巣 の 天井 
( 図 2B) や ムラ サキ ツメ クサ の 茎 ( 図 2C) な ど に 虐 座 を 作っ 


て 垂下 し , 対照 群 幼虫 の ひよ うに 倉 育 器 に 被せ た ネッ ト 上 に 
吐い 上 が っ て 踊 化 する 個体 は まっ た く 見 られ な か っ た . ほ 
と ん どの 巣 で は , 1 頭 だ けが 巣 内 で 疲 に な っ て いた が , 一 
つの 上 巣 の 中 に 2 頭 が 幅 化 し て いた 巣 ( 図 2D) が 数 個 あ っ た . 


各 群 に つい て , MH POM LIKES EC, 以下 の よう 
な 特徴 等 が 観察 され た ( 表 1). 


対照 群 効 虫 : 効 虫 50 頭 を マオ の み を 与え て 飼育 し た と ころ , 
すべ て の 幼虫 の 成長 速度 は ほぼ 均 一 で , 1 齢 5 日 , 2885H, 
3 齢 6 日 , 4 齢 4 日 , $ 齢 4 日 を 要 し , 幼虫 期間 は 24 日 で あっ た . 
MES, 鋼 化 後 24 日 目 の 午前 中 に 40 RIS CORR Lt 
な り , XU ORBE S BULL, 同日 夕方 まで に は $S0 
頭 が すべ て 幅 化 し た CES, 100%). 


SH: MLA O HL, ムラ サキ ツメ クサ を 食べ 
ず に プラ スチ ッ ク 人 容器 内 を 歩き 回 り , つい に は 僚 死 する 個 
体 が 多く 見 られ た . 効 虫 期間 は 平均 48 日 ( 表 1) T, WAE 
時 に 26 頭 いた 第 1 群 幼 虫 の う 5298 2:88 (27; 2 72. HATES, 
7.7%). 


第 IL 群 幼虫 : MAESA HRE L し て 2 齢 に な っ た プー ル 幼 
虫 の 中 か ら 無 作為 に 68 頭 を 捕獲 し , プラ スチ ッ ク 容 器 に 移 
LT, ムラ サキ ツメ クサ に よる 飼育 を 開始 し た . BHO 
幼虫 期間 は 平均 42.3 日 GEI) T, ムラ サキ ツメ クサ 食 の 
間 に 幼 虫 数 は 3 頭 に まで 減少 し た が , これ ら の 幼虫 は すべ 
て 踊 に まで 成育 し た HERS, 4.4%). 


AS TITRE AJ ri. : 剛 化 後 10 日 目 に 脱 上 度 し て 3 齢 に 到達 し た プー 
ル 効 虫 の うち の SS$ 頭 を 無 作 為 に 取り 出し , プラ スチ ッ ク 容 
維 を 用 いて ムラ サキ ツメ クサ に よる 飼育 を 開始 し た と こ 
A, 効 虫 は 類 雑 に 容器 内 を 歩き 回 り , 餅 死 する 幼虫 が 多く 
見 られ た . 幼虫 期間 は 平均 40.1 日 GED T, eLO 
は 14 頭 で あっ た (MEZ, 25.5%). 


第 IV 群 幼虫 : 遇 化 後 17 日 目 に 脱皮 し て 4 齢 に な っ た プー ル 
幼虫 か ら 50 頭 を 無 作為 に 取り 出し , 金網 飼育 容器 に ネッ ト 
を か け , 水 挿し に し た ムラ サキ ツメ クサ の 切り 枝 を 与え て 
飼育 した. 容器 内 を 類 雑 に 歩き 回 る 幼虫 が 多く み ら れ た が , 
半数 ほど が 脱皮 し て 5 浮 幼虫 に な り , 2046021582504 
化し た ( 映 化 率 , 42.0%). 


op Vie oy: 昨 化 後 21 日 目 に 脱皮 し 5 齢 効 虫 と な っ た プー 
ル 効 虫 の うち の 50 頭 を ムラ サキ ツメ クサ 食 に 移行 させ たと 
ころ , 直ちに ムラ サキ ツメ クサ の 葉 や 花弁 を 食べ 出す 幼虫 
が 多く 見 られ た が , 最初 の 1 2 日 の 間 は , JE fi Iz f 
育 容器 内 を 歩き 回 り 落 ち 着 か な い 様 子 で あっ た . 数 頭 の 幼 
虫 は ムラ サキ ツメ クサ を まっ た < く 食べ ず に 死亡 し た が , A 
ラサ キツ メ ク サ の 葉 を 食べ て いた の に 次 第 に 活動 が 鈍く な 
り 死 に 至っ た 幼虫 も 数 頭 見 られ た . 第 V 群 幼虫 は , 平均 
32.7 日 の 幼虫 期間 を 経て , 27 頭 が 踊 に まで 成長 し た GE 
率 , 54.0%). 


2. He 


WELTI ~ 20 BIC EA AO OLL, fA ONO 
WE CW HE LZ ( 表 2). ムラ サキ ツメ クサ 食 群 の 顕 
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表 1. マオ 食 (Grounp CO) と ムラ サキ ツメ クサ 食 (Group VV) の アカ タテ ハ の 幼虫 期間 と 映 化 率 . 


Table 1. Period of larval stages and rate of pupation of the Indian red admiral raised on mao (Group C) and red clover (Groups I ~ V) . 











Period of larval stage (days) *! Rate of pupation 
Group n : 
lst 2nd 3rd Ath Sth Total ? Average 3 (90) ^ 

C 50 5 5 6 4 4 24 (0) 24 100.0 (50/50) 
I 26 9~14 11-12 8-11 9-11 8-10 41-49 (41-49) 48 7.7 ( 2/26) 

II 68 ンー 7~18 11~12 4~7 7~8 34~50 (29~45) 42.3 +6.5 (3) 4.4 ( 3/68) 
III 55 = = 11~15 8~14 5~8 34-54 (24~44) 40.1 + 3.7 (14) 25.5 (14/55) 
IV 50 — = = 5~14 13~21 34-5] (24-35) 36.7 + 2.8 (21) 42.0 (21/50) 
V 30 = = = = 8~24 28~44 (20~29) 32.7 € 2.1 (27) 34.0 (27/50) 


*1. 最短 と 最長 の 幼虫 期間 の 日 数 . 


*2. マオ 食 と ムラ サキ ッ メ クサ 食 の 両方 を 加算 し た 全 幼 虫 期 間 . 


( ) 内 は ムラ サキ ツメ クサ 食 だ け の 期間 . 


*3. SPAT Wome COM) の 平均 値 標 準 偏差 値 (観測 数 ). 対照 群 は 全て 同じ 日 数 , 第 I 群 は 2 個体 の 平 


JH. 
*4. JR 0 3j] dU OS 3 SCE SE WR / 幼虫 数 ). 


*]. The shortest and the longest days required for each instar stage. 
*2. Total number of days to complete all larval stages, for both mao and red clover feedings. In Groups I-V, the shortest and longest 
period is given in parentheses for the time of the red clover feedings. 


*3. Average periods of the larval stages (period required between egg hatching of eggs and pupation, with + standard deviation and 
number of observations). Larvae in group C all pupated on the same day. Group I shows the average of 2 larvae. 
*4. Ratio of the number of pupae against the initial number of larvae. Actual number of observations is shown in parentheses (pupae / 


larvae). 


は , BURL RA, いずれ の 群 も 対照 群 よ り 有 意 に 軽く , 
対照 群 の 映 の 半分 は どの 重 さ で あっ た . ムラ サキ ツメ クサ 
食 群 の 中 で , BUC BRO MAORI LCE 
い 傾 向 が 見 られ た が , 第 II 群 一 第 V 群 の 幅 宣 の 間 に は , v 
ずれ も 有意 差 が 認め られ な か っ た . BUC, Mic EC 
成育 した の が 2 頭 だ け で あっ た の で , 統計 検定 を 行わ な か っ 
た . 対照 群 の 中 で 最も 軽い 由 (046g) は , I~ VFO 
で 最も 重い 幅 (0.43 g, 第 IV 群 ) より 重かっ た . この よう に , 
第 I 群 一 第 V 群 の ムラ サキ ツメ クサ 食 の 期間 は 異な っ て い 
RO, MELA CCH o OT, ムラ サキ ツメ クサ 
f 0 5j d SEI ME C ZR] LC Zee £25 IB bn. 


対照 群 と ムラ サキ ツメ クサ 食 群 と で , HILO MOK IC 
差異 は 認め られ な か っ た が , 遇 長 を 比較 する と , 対照 群 に 
比べ ムラ サキ ツメ クサ 食 群 の 個体 の 方 が 第 II 群 一 第 V 群 の 
v3 TOR CS ERDE S, その 差 は 約 10 ~ 20% で あっ 
た (#22). 第 I 群 は 踊 数 が 少な か っ た の で , 統計 検定 を 行 
わな か っ た . 遇 長 は 腹 節 の 曲がり 具合 に よっ て 値 が 変化 し 
ROC, 必ず し も 疲 の 大 き さ を 示す 良い 指標 と は 思え る な 
か っ た . 


3. 羽化 と 成虫 
SHE O WA IL6H ~ 14 日 の 上 踊 期 を 経て 羽化 し た ( 表 3). 対照 


群 の 幼虫 30 頭 は . すべ て の 個体 が 同一 日 に 顕 化 し た が , 羽 
化 日 は 全 個体 が 揃っ て お ら ず , 4 日 間 に わ た っ た CHO 
平均 12.5 キ 0.6 日 , n=50). 対照 群 で は , ZMIE LC 
虫 に な っ た (羽化 率 , 100%). 


SIRES LQG 23S ETEL, それ ぞ れ オス と メス で 
あっ た . MRF 6H o8 m ECC, L E GHEX, 
100%). な お , TAERA EAO S ERITH, 
完全 に 伸展 し な い 個 体 で あっ た (飛翔 不可 ). 第 TI 群 幼 虫 
07 538 2S Iz X CHECH L7: (何れ も オス ) が , 最初 の 
T8 23845 L 72 H E 3c OO LPS TE L 72 HAZ 228E RS] DL E. 
の 間隔 が あっ た . -AX0535o0N8 Aroon 
も 羽化 し た (羽化 率 , 100%). 第 II 群 幼虫 は , 14 頭 が 黄 化 
(オス 6 頭 , メス 8 頭 ) し た が , その うち の 9 牙 が 羽化 (羽化 
率 , 64.3%) L, 遇 期 は 平均 7.3 キ 1.0 日 で あっ た . RIEM 
5 頭 (オス 3 頭 , メス 2 頭 ) は いずれ も 外部 か ら 贅 才 が 般 け 
て 見 える 段階 に まで 生育 し て いた . 第 IV 群 幼虫 か ら 映 化し 
た 21 頭 の 由 (オス 9 頭 , メス 11 頭 , 雌雄 不明 1 頭 ) の うち 11 
頭 が 羽化 し た (オス 4 頭 , メス 7 頭 : 羽化 率 , 52.490). RJ 
IERA ? 56898 (4 ASEH, 2 ALBA) (ANB Ad Wir 
が 判別 で きる 状態 に まで 変態 が 進ん で いた . 雌雄 不明 の 2 
WALLA Pore. BVO M7 (> A13, 2 4127, 
雌雄 不明 2 頭 ) の うち 21 頭 (オス 12 頭 , メス 9 頭 ) が 羽化 し 
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表 2. アカ タテ ハ の 上 期 重 と 期 長 . 
Table 2. Weight and longitudinal length of the pupae of the Indian red admiral. 








Weight (g) *! Length (mm) ? 
Group n Min Max Mean Min Max Mean 
C 50 0.46 0.62 0.53 + 0.04 22.90 26.00 24.50 £0.77 
I 2 0.25 0.33 0.29 + 0.04 18.90 20.70 19.80 + 0.90 
II 3 0.35 0.42 0.39 € 0.03* 21.05 22.45 21.92 + 0.62* 
III 14 0.23 0.41 0.35 € 0.06* 15.95 23.35 21.21 € 2.07* 
IV 21 0.15 0.43 0.25 € 0.06* 16.00 22.55 18.85 + 1.58* 
V 27 0.17 0.32 0.26 +0.03* 17.60 20.85 19.50 = 0.89* 
※1. BDCRKOMBKLUCOPF MIA (標準 偏差 値 ). 


*2. 最小 と 最長 の 政長 お よび その 平均 値 (+ 標準 偏差 値 ). 
t MBB IOWRICOWUT, 対照 群 C と 比較 する と , 第 本 ーV 群 の 平均 値 は Student の rz 検定 に より , 有意 差 あ り (P<0.05). 
* 1. The lightest (Min) and heaviest (Max) values, and the mean value + standard deviation of the weight of pupae. 
* 2. The shortest (Min) and longest (Max) values, and the mean value + standard deviation of the longitudinal length of pupae. 
* significant difference from values for group C (P<0.05 by Student t-test). 


X3. FAYFNOMCERROMWE. 


Table 3. Period of pupal stage, rate of emergence and the length of fore-wing in the emergent adults of the Indian red admiral. 


Length of fore wing (mm) ™ 








Group n“4 Pupal period(days) *! Rate of emergence (W)? ————————— ——————————— 
Min Max Mean 
C 50 12.5 € 0.6 (11-14) 100.0 (50/50) 28.15 34.20 31.44 € 1.41 
I 2 6 100.0 (2/2) 27.95 32.45 30.20 = 2.25 
II 3 7.3 € 1.2 (6-8) 100.0 (3/3) 26.00 28.10 27.32 € 0.04* 
III 9 7.3 + 1.0 (6-9) 64.3 (9/14) 23.15 29.05 27.13 + 1.81* 
IV 11 7.0 € 0.8 (6-8) 52.4 (11/21) 22.50 28.30 24.80 € 1.71* 
V 21 8.3 40.9 (8-11) 77.8 (21/27) 22.10 26.35 24.80 € 1.22* 


*1. HE. 上 段 : 最短 と 最長 の 映 期 日 数 (BILE CO NSEUSH). 下段 : 平均 値 ょ 標準 偏差 値 . 

x2 羽化 率 . ( ) 内 は 実測 の 羽化 数 / 期 数 . 

*3. 成虫 の 次 長 (mm). 最小 値 (Min), 最大 値 (Max 
* 対照 群 と 比較 し 有意 差 あ り (P<0.05). 

*4. n: 成虫 数 

*]. Period of pupal stage in days, in which the shortest and longest days required (upper column) and mean length + standard 
deviation (lower column). In group I, 2 pupae emerged at 6th day for both. 

*2. Rate of emergence of pupae, and actual number of pupae in the group (brackets). 

*3. The length of fore-wing in mm, with the shortest (Min) and longest (Max) values and the mean value + standard deviation. 
* significant difference compared to the value of group C (P«0.05 by Student t-test). 

*4. n:number of emergent adults 


) お よび 平均 値 (Mean, + HERE) THT. 
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M3. アカ タテ ム 成 虫 
マオ 食 (A, B) と ムラ サキ ッ メ クサ 食 (CHW で 生育 し た アカ タデ テハ の 


成虫 WAK). LE (A, C, E G) : ず , 


下段 (B, D. F, H: 92. A:X 


HARE SD, B: WRES, C: AIRE, D: PUES, E: BIVES, F: 第 IL 


EF, G: EVES, H: 第 V 種 そ . 
Fig. 3. Adults of the Indian red admiral. 


Butterflies grown by feeding mao (A, B) and red clover for different periods (C ~ H). 
Upper row (A, C, E, G), males; lower row (B, D, F, H), females. A: group C 〆,B: 
group C Ẹ, C: group II d^, D: group I Ẹ, E: group IV &, F: group III +, G: group 


V ĝ, H: group V 〒. 


た (羽化 率 , 77.890). j& 2688 (オス 1 頭 , メス 3 頭 , 雌雄 
不明 2 頭 ) は . Ve FNS FEOF 6 MBCA 9c AK 
態 に まで 生育 し て いた が , 羽化 し な か っ た . 


羽化 後 2 ~ 3 日 を 経て か ら , 成虫 の 前 次 長 を 測定 し た . A 
ラサ キツ メ ク サ 食 群 個体 の 前 玩 長 は , 平均 値 で 比較 する と, 
何れ の 群 (第 群 を 除く ) も 対照 群 に 比べ 小型 で あっ た (K 
3. LAL, ムラ サキ ツメ クサ 食 群 の 中 で 最も 前 次 長 が 大 
きい 個体 (32.45 mm, 第 I 群 ) は 対照 群 の 中 で 最も 小さ な 





個体 の 前 次 長 (28.15 mm) より 大 きか っ た . ムラ サキ ツメ 
クサ 食 群 の 第 II 群 か ら 第 V 群 まで の 間 で は . Bd OT 


値 を 比較 する と , 統計 的 に 有意 差 が 誰 め られ な か っ た の で , 
ムラ サキ ツメ クサ 食 の 幼虫 期間 と 成虫 の 大 きき さと は 相関 し 
て いな いと 思わ れ た . ムラ サキ ツメ クサ 食 群 の 中 で 最も 大 
き な 成 虫 が 羽化 し た の は 第 群 で あっ た が , 2 個体 だ け で 
あっ た の で , 他 群 と の 比較 は 行わ な か っ た . 


羽化 し た 成虫 の 麹 の 形態 や 前 後 次 の 次 紋 は , ムラ サキ ツメ 
クサ 食 群 の いずれ の 個体 に も 異常 は 見 出せ ず , 明確 な 差異 
は 大 きる だ け で あっ た ( 図 3). 麹 の 赤色 部 に 関す る 季節 変 
異 の 2 型 (春秋 型 : 鮮やか な 赤 , 盛夏 型 RAY EO 
福田 ら . 1983) が , 対照 群 と ムラ サキ ツメ クサ 食 群 の い ず 
れ の 群 に お いて も 見 られ た . 春秋 型 (BB, A, B, C, G) と 
盛夏 型 ( 図 3 D,E, F,H) の 数 例 を 図 3 に 示す が , 両 型 に は 
赤色 部 の 色調 以外 に は 凌 形 や 贅 紋 に 特筆 すべ き 差 異 は 見 出 
せな か っ た . 羽化 時 期 と 季節 型 と の 関係 ( 図 4) を 調べ た 
と ころ , 対照 群 で は 春秋 型 が 圧倒 的 に 多く , 盛夏 型 は 前 半 


に 羽化 し た 1 頭 (メス ) の み で あっ た が , ムラ サキ ツメ ク 
サ 食 群 で は , 第 V 群 に お いて 盛夏 型 が 多く 出現 する 傾向 が 
見 られ た も の の , 他 の 群 で は 両 季節 型 が ほぼ 同数 出現 し 
また 羽化 の 時 期 と 出現 し た 季節 型 と は あま り 良 く 相 関し て 
いな か っ た . 


4. 生存 率 


ムラ サキ ツメ クサ 食 で 飼育 し た 幼虫 が , DO Bia d 
成虫 の 段階 に まで 成育 し た 割合 も. それ ぞ れ の 生存 率 と し 
て 図 ? に まとめ た . WHS, SOMO IMPS 273 AUC XL UU 
に な っ た の で , 全 了 段階 で 生存 率 100% と な り , し た が っ て 
図 5 に は 加え な か っ た . ムラ サキ ツメ クサ 食べ へ 移行 し た 後 
に , 脱皮 する こと な く 死 ぬ 幼 虫 (お そら く 餅 死 ) が 最も 多 
く 見 られ た が , な か で も 幼虫 の 生存 率 が 最も 大 きく 低下 し 
た の は 第 II 群 (44%) "C, 効 虫 の 生存 率 の 低下 が 最も 少な 
か っ た の は 第 V 群 (54.000) で あっ た . 第 I 群 幼虫 は 26 頭 の 
幼虫 の うち 8 頭 が 2 齢 に まで 成育 し . その 生存 率 は 30.8% で 
あっ た が , その 後 し だ い に 減 少し , 4 齢 に まで 生育 で きた 
の は 2 頭 だ け で あっ た (生存 率 , 7.7%). 第 II 群 一 第 V 群 で は , 
ムラ サキ ツメ クサ 食 に 移行 きせ た 直後 の 生存 率 は , 齢 が 進 
ん だ 効 虫 ほど 高い 傾向 が 見 られ た . し か し , ムラ サキ ツメ 
クサ を 食べ て いる に も か か わら ず 動 き が 次 第 に 鈍く な り . 
つい に は 死亡 する 幼虫 も ほとん どの 群 で 数 頭 ず つ 見 られ , 
生存 率 は 徐々 に 低下 し た . また , WETE L 725058 
が すべ て 羽化 し た (成虫 の 生存 率 , 100%) D, ムラ サキ 
ツメ クサ 食 群 で は , MICE CERLEDIZTLECKARPO 
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図 4 アカ タテ ハハ 成 虫 の 羽化 時 期 と 季節 型 . 
成虫 の 羽化 時 期 と 季節 型 と の 関係 を 群 ご と に 示す . 横 軸 : 羽化 し た 
日 (2014 年 5 月 1 日 ~ 6 月 1 日 ), 縦 軸 : 季 節 型 (REAM, OREM), 
各 点 は 1 個体 を 示す . 複数 個体 が 同日 に 羽化 し た 場合 は , 上 方 向 (o 
の 場合 ) も し く は 下方 向 (R の 場合 ) に 点 を 配置 し た . A, 対照 群 :B, 
BRE: C, BIE; D, 第 群 :E, 第 IV 群 :F, AVER. 

Fig. 4. Distribution of the seasonal form, in relation to the day of emergence. 
The seasonal forms of the adult butterflies (R: spring-autumn form, O: 
summer form), are plotted as a function of the day of emergence, in the 
period between May 1 and June 1, 2014. Each dot represents individual 
butterfly. A, Group C; B, Group I; C, Group IE D, Group IIT; E, Group IV; F, 
Group V. 


図 5。 ム ラサ キツ ッ ツメ クサ で 飼育 し た アカ タテ ハ 幼 虫 の 生存 率 . 
ムラ サキ ツメ クサ 食 で 生育 し た 第 大 一 第 V 群 の 幼虫 が , 
Xph (0-58), 9" 成虫 の 各 段 階 に まで 到達 し た 割合 . 
ムラ サキ ツメ クサ 食 開 始 時 の 幼虫 数 に 対す る 割合 で 示 
Y. MER : EFR ムラ サキ ツメ クサ 食 開始 時 の 幼虫 数 
に 対す る 割合 (%), 横 軸 : 幼虫 (189 58m), M, 成虫 
の 各 生 育 段 階 . 1, SPEIL ASIE STIL 第 Im 群 IV, 
第 IV 群 V, 第 V 群 

Fig. 5. Rate of the number of larvae, pupae and adults that survived 
after feeding red clover for different periods of time. 

Number of larvae, pupae and adults that survived after feeding 
on red clover for different periods of time relative to the 

Pupae Adults number of larvae in the beginning (survival rate), is plotted as a 


are shown by I ~ V, respectively. 
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X4. TAX SNME ROPE & EES. 


vARBEUASYVTXVAZS&ONSCSD5LIISL«EmBodSxc 各 群 に 
お ける 遇 の 羽化 率 を , 雌雄 に 分 け て 示す . HEHHE R A D o 


Unidentified & LZ. 


Table 4. Sexual differences in the number of pupae, adult and the rate of emergence of 


the pupae, in different groups. 


























Group Sex Pupae Adults Rate of emergence (%) 

4 25 25 100 

C ES 25 25 100 
Unidentified 0 0 = 

ず 1 1 100 

I +. 1 1 100 
Unidentified 0 0 = 

ず 3 3 100 

I + 0 0 = 
Unidentified 0 0 = 

d 6 4 66.7 

i Y 8 5 62.5 
Unidentified 0 0 ーー 

JS 9 4 444 

IV + 11 7 63.6 
Unidentified 1 0 0 

d 13 12 92.3 

V 〒 12 9 75.0 
Unidentified 2 0 0 


た 個体 が 第 皿 群 一 第 V 群 に お いて 見 られ , 成虫 に 至る まで 
に 生存 率 は さら に 低下 し た . 


5. 性 比 と 雌雄 差 


GHB AML mH, 性 別に 集計 し た ( 表 4). WHA 
で は , NOTET A: メス =1 : 1 で あっ た . ムラ サキ ツ 
メ ク サ 食 群 で は , 第 I 群 と 第 II 群 が そ れ ぞ れ 2 踊 と 3 疫 し か 出 
来 な か っ た が , 第 [ 群 は オス と メス が 1 頭 ず つい て , 性 比 は 
1 : 1 で あっ た . 第 II 群 の 3 踊 は いずれ も オス で あっ た の で , 
性 比 は わか ら な か っ た . 第 群 一 第 V 群 で は , MoE 
オス : メ ス =1:1.33 (BUF), 1:122 (第 IV 群 ), 1:0.92 
(第 V 群 ) で あっ た が , 雌雄 が 判別 で き な い 上 顕 が 第 IV 群 と 
& viii iit enl E2li v 7:076, いずれ の 群 に お い 
て も 性 比 は 約 1 : 1 と みな し , METERT EROR 
率 は 対照 郡 と ムラ サキ ツメ クサ 食 群 で 差異 が な いと 考え 
qe, 


雌雄 を 区 別 し な いで 算出 し た 群 ご と の 幅 の 羽化 率 は 表 3 に 


示し た が , 各 群 に お いて 雌雄 を 区 別して 羽化 率 を 調べ た と 
ころ , SHR, BI, BUR Cis, すべ て の 遇 が 羽化 し た 
OC, 雌雄 と も 羽化 率 は 100% で あっ た ( 表 4). 第 I 群 ~ 
第 V 群 の 羽化 率 は , 最も 高い 値 (92.3%) は 第 V 群 オス に お 
いて 見 られ , 最も 低い 値 (44.4%) は 第 IV 群 オス に お いて 
見 られ た . オス と メス の 羽化 率 を 比較 する と , SII 
V 群 で は オス の は ほう が 高く , 第 IV 群 で は メス が 高い 値 で 
あっ た . WEMERBG OMB LV F214 3MEUZ Pok. そこ で , 
一 部 の 群 (SI, 第 I 群 ) に お いて 個体 数 が 極端 に 少な く , 
ある い は 遇 の 性 比 が 偏っ て いた も の の , 全体 的 に は 雌雄 で 
羽化 率 に 大 き な 差 は な いと 考え た . 


MOKA S (HCH) と 成虫 の 前 次 長 に つい て , NAE 
を 比較 し 図 6 に 示し た . WIS, WHR CIR AOIED DS 
オス より 重かっ た (MOA). ムラ サキ ツメ クサ 食 群 で も , 
第 II 群 一 第 V 群 で は , オス より メス の 遇 の ほう が 重い 傾向 
で あっ た が , 有意 差 が 認め られ た の は 第 IV 群 だ け で あっ 
た . 第 [ 妖 は 雌雄 が それ ぞ れ 1 頭 で も あっ た が , オス より メス 
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図 6 737825 LOR O WERE E. 
マオ 食 と ムラ サキ ツメ クサ 食 で 生育 し た アカ タテ ハ 天 
の 体重 (A), He (B) お よび 成虫 の 前 贅 長 (C) に つ 
いて , 各 和 群 の 雄 (PRN) LE (ARAB) を 並べ 
示す . 平均 値 ょ 標準 偏差 値 . 踊 の 観測 数 : 対 照 群 , 25, 
259 : Ble, 1S, 19 : RUE, 38, OF 第 相 群 , 6 
J, 89; 第 IV 群 , 9 の , 1125 第 V 群 , 13 ず , 123. 
成虫 観測 数 : 対照 群 , 23, 259 : SIRE, 1S, 12; 
BIE, 38, OF ; PMR, Ad, 52 5 RIVER, 4g, 
7 $:58VRE, 120, OF. *, 雌雄 で 有意 差 あ り (Student 
の 7 検定 , P<0.05) 

Fig. 6. Sexual differences in the size of pupae and adults in the 
different groups. 
In each group, weight (A) and longitudinal length of pupae 
(B), and the length of fore-wing of the adults (C) were 
compared between male (filled bar) and female (open bar). 
The bars show the mean value + standard deviation. *, 
significant difference between male and female (Student 
t-test, P«0.05). 


の ほう が 重かっ た . HUF OM I, 3 頭 が いずれ も オス で 
あっ た の で , 睦 雄 差 の 有無 を 判断 で き な か っ た . HR CM 
6B) は , 対照 群 と ムラ サキ ツメ クサ す サ 食 の 各 和 群 (第 I 群 と 第 
IER) の いずれ に お いて も メス が オス より 大 きい 傾 
向 が 見 られ た が , いずれ の 群 に お いて も 有意 差 は 認め られ 
な か っ た . 成虫 の 前 麹 長 は , すべ て の 群 (第 I 群 を 除く ) 
に お いて オス より メス の ほう が 大 きい 傾向 で あっ た が , BK 
計 的 に 有意 差 が 認め られ た の は 対照 群 と 第 V 群 だ け で あっ 
た ( 図 6C). 


考察 
野外 に お ける アカ タテ ハハ 幼虫 の 主 な 食 草 は イラ クサ 科 植 物 


C, ニレ 科 , アサ 科 な どの 植物 を 稀 に 食べ る こと も 報告 
れ て いる (白水 ・ 原 , 1960 : 白水 ・ 黒 子 , 1960 : 横山 ・ 若 
林 , 1964; FUK, 1963 : 福田 ら , 1983) が , ムラ サキ ツメ 
クサ を 食べ る と いう 報告 は これ まで 探す こと が で き な か っ 
た . し か し , ムラ サキ ツメ クサ と 同じ マメ 科 に 属す る スナ 
ジマ メ の 一 種 (Zornia) を アカ タテ ハ 幼 虫 が 食べ た こと が 
記録 され て いる (Kunte etal., 2015). 本 調査 で は , アカ 
タテ ハ 幼 虫 を 1 齢 か ら 5 齢 まで の 各 段 階 か ら ム ラサ キツ メ ク 
サ 食 に 移行 させ た と ころ , 一 部 の 幼虫 は 成虫 に まで 生育 で 
きた の で , 室内 に お いて 飼育 容器 内 で 飼え ば , ムラ サキ ツ 
メ ク サ は アカ タテ ハ 幼 虫 の 代用 食 に な りう る 事 が わか っ た 
23, 幼虫 の 成育 は 遅く , 生存 率 は 低く , また 眠 化 率 や 羽化 
率 も 低く , し か も 遇 や 成虫 は いずれ る も 小型 で あっ た の で , 
ムラ サキ ツメ クサ は アカ タテ 幼虫 に と っ て あま り 嗜 好 性 
の 高い 食 章 で は な いと 思わ れ た . し か し , アカ タテ ハ と 同 
じ よ うに イラ クサ 科 植 物 を 主食 と する クジ ャ クチ ョ ウ 
(Nymphalis io geisha Stichel, 1909) の 幼虫 が , PELTI 
メ 科 の シロ ツメ クサ (Trifolium repens L) を 食べ て いた こ 
と が 野外 で 観察 され て いる (高橋 , 1977) DC, イラ クサ 
科 植 物 を 主食 と する 両 種 の 幼虫 が マメ 科 植 物 を 食べ る の は 
共通 し た 現象 な の か も し れず , 丹念 に 調査 すれ ば 野外 で も 
ムラ サキ ツメ クサ や シロ ツメ クサ な どの マメ 科 植 物 を 食べ 
る アカ タテ ハ の 幼虫 が 発見 で きる か も し れ な い . 


ムラ サキ ツメ クサ 食 の 幼虫 は 。 いずれ の 群 に お いて も マオ 
食 幼 虫 より 成長 が 遅く , し た が っ て 幼虫 期間 は , いずれ の 
群 に お いて も マオ 食 幼 虫 に 比べ 長い 日 数 を 要 し た . Ek, 
マオ 食 幼虫 が 1 日 の うち に すべ て 踊 化 し た の に 対し , ムラ 
サキ ツメ クサ 食 効 虫 の 各 群 に お いて は , HARE ARE 
が 著しく , 同一 群 内 の 幼虫 が 全部 踊 化し 終え る の に 数 日 か 
ら 10 日 以上 を 要 し た . アゲ ハ (長沢 ・ 中 山 , 1969 : 吉丸 ・ 
白水 , 1976) や モン キチ ョ ウ (AR, 1977a) で は , MB 
に 嗜好 性 の 低い 食 草 を 与え る と , 幼虫 の 成育 期間 が 延長 す 
る だ け で な く , 死亡 率 の 増加 , 過剰 脱皮 , BLOKE, 
JAER ED SNS. アカ タテ ハ は 幼虫 期 に 4 回 
Wim ULCSERIIONI 2 (AK: M, 1960; 福田 ら , 
1983). 本 調査 で は , マオ 食 群 幼虫 は すべ て 5 齢 まで 成育 し 
WELES, ムラ サキ ツメ クサ 食 群 効 昌 が 4 回 以上 の 脱皮 
を し た か 耕 か 確認 で き な か っ た . LPL, ムラ サキ ツメ ク 
サ 食 群 に お いて 長い 幼虫 期間 , 高い 死亡 率 , fe HUS, 
小型 工 の 形成 な ど が 観察 され た こと は , 嗜好 性 の 低い 食 草 
で 成育 し た 幼虫 の 特徴 と 一 致す る . 効 昌 に と っ て 嗜好 性 の 
高い 植物 が どの よう な 条件 を 備え た も の で ある の か 判断 す 
る の は 容易 で な いと 思わ れる が , 幼虫 の 成育 に "好ましい" 
因子 が 多く 含ま れ て いる 植物 や . も し く は 幼虫 の 成育 ・ 変 
態 に 対し “好ま し く な い "” 因子 が 少な い 植物 等 は 重要 な 条 
件 の 一 つ で あろ う (本 田 ・ 加 藤 , 2005). 植物 分 類 学 的 に , 
イラ クサ 科 植 物 は ニレ 科 , アサ 科 , バラ 科 な ど と 共に , バ 
2H (Rosales) に 属し , ムラ サキ ツメ クサ な ど を 含む マ 
メ 科 植物 (Leguminosae, 旧名 Fabaceae) が 属す る マメ 目 
(Fabales) と は 異な る が , NIP 6v fiy CÓ2c 
いう (北村 ・ 村 田 , 1961). 本 調査 で は , 一 部 で は ある が 
ムラ サキ ツメ クサ を 食べ て 成虫 に まで 生育 で きた アカ タテ 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


ムラ サキ ツメ クサ を 食べ る アカ タテ ハハ 幼虫 55 


ハハ 幼虫 が 確認 で きた の で , イラ クサ 科 植 物 と マメ 科 植 物 ( あ 
る い は ムラ サキ ツメ クサ ) に は , 類似 の 因子 が ある の か も 
し れ な い . また , 幼虫 の 行動 な どの 観察 か ら , ムラ サキ ツ 
メ ク サ の 茎 , BM, 花弁 な ど に は 好ましい" 因子 が 葉 よ 
り も より 多く 含ま れ て いる らし いこ と , ある い は 好ま し 
く ない" 因子 が 葉 よ り 花 弁 な ど に 少な いこ と 等 の 可能 性 が 
推察 され た . 


本 調査 は 室内 飼育 で 行っ た が , 外気 温 に よる 影響 を 受け て 
i0, 調査 期間 中 の 気温 変動 は , 幼虫 飼育 初期 の 平均 気温 
は 約 14.0C じ で, ムラ サキ ツメ クサ 食 群 効 昌 が 英 化 し た 頃 の 
平均 気温 は 約 22.3 て で あっ た (気象 庁 資料 , 2014 年 福岡 地 
方 の 気温 ) OC, 幼虫 生育 期間 中 に 気温 は 8C 余 ほど 上 昇 
し た こと に な る . チョ ウ を 含む 多く の 温帯 性 昆虫 で は , BD 
虫 や 上 喘 の 成育 速度 は 温度 の 影響 を 受け る (Danilevskii, 
1961; 本 田 ・ 加 藤 , 2005). アゲ ハ (HAL: Ak, 1976), 
モン シロ チョ ウ (KF, 1976; 橋本 , 1996, 1997), モン キ 
チョ ウ (AG, 1977a), ゴマ ダラ チョ ウ (WE, 1977) な 
ど は , 15 一 25 て の 温度 範囲 で は , 温度 が 高い ほど 効 了 虫 の 
生育 は 速く な り , ECM eS. し た が っ て , MR 
生育 時 の 温度 差 は 。 ムラ サキ ツメ クサ 食 群 の 幼虫 期間 を む 
し ろ る 短縮 さき せる と 思わ れる が , 実際 に は その 逆 で あっ た . 
こう し た 事実 る また, ムラ サキ ツメ クサ が アカ タテ ハ 幼 息 
に と っ て は 嗜好 性 の 低い 食 草 で ある こと を 示唆 し て いる と 
思わ れる . 一 方 , 幅 期 は 対照 群 の ほう が ムラ サキ ツメ クサ 
食 群 より 多く の 日 数 を 要 し た GE3). LOL, ムラ サキ ツ 
メ ク サ 群 幼虫 が 幅 化し た 時 期 (平均 気温 , 21.9C) は , X 
照 群 の 幼虫 が 幅 化 し た 時 期 (平均 気温 , 18.1C) より 平均 
気温 が 約 4C ほ ど 高 か っ た の で , WitoNUe-oiztzli 
較 で き な い と 思わ れる . な お , 定 温 条 件 下 で は , クロ アゲ 
ハ 幼 虫 を 嗜好 性 の 低い 食 草 で 生育 させ る と , HOR & 
る こと が 報告 され て いる (長沢 ・ 中 山 , 1969). 


野外 で は , 一 般 に アカ タテ ハ の 幼虫 は 群 棲 す る こと は な く , 
個別 に 食 草 の 葉 を 折り 曲げ る な ど し て 上 巣 を 作り , その 中 に 
潜む 幼 昌 が 多く 見 られ る (白水 ・ 原 , 1960: 福田 ら , 
1983). また , 映 化 に 際 し て は , 巣 内 の 天井 に 造っ た 虐 座 
か ら 垂下 する 場合 や , ある い は 食 草 を 離れ て 近傍 の 草木 な 
ど に 移動 し 映 化 する こと も ある (白水 ・ 原 , 1960 : 福田 ら , 
1983). LL, 本 調査 で は , マオ 食 群 の 幼 由 の ほとん ど 
は 食 草 に 被せ た ネッ ト に 登り 0. Ay EKRE? Ho TE 
Fle マオ 食 群 の 幼虫 が , 野外 で 観察 され る 行動 と は 異 
な る こう し た 挙動 を 示し た の は , お そら く 飼 育 条 件 下 で は , 
“異常 に "高い 個体 密度 の た め に 幼虫 同士 の 接触 率 が 高く 
な り , それ を 避け る た め に 上 蔵 化 場 所 を 食 草 か ら 離 れ た 場所 
に 求め た こと が 推測 され る . 一 方 , ムラ サキ ツメ クサ 食 群 
幼虫 は , 食 草 の 葉 で 造っ た 巣 の 中 や 葉柄 ・ 茎 な ど に 鞭 座 を 
造り , 容器 に 披 せ た ネッ ト 上 に 踊 座 を 造っ て 幅 化 し た 個体 
は 1 頭 も いな か っ た . KR, マオ 食 群 は 50 頭 の 幼虫 が いた 
DT, 飼育 容器 内 は ムラ サキ ツメ クサ 食 群 の 2 倍 か ら 3 倍 , 
ある い は それ 以上 の 密度 に な っ て いた と 思わ れ , BHO 
体 密度 の 違い が 上 央 化 場所 の 選定 に 違い を も た らし た の か も 
し れ な い . 


野外 観察 で は , PAX FALIOOBIA1B AMET 203 
通例 で ある ( 図 2A : 白水 ・ 原 , 1960 : HHS, 1983) 23, 
ムラ サキ ッ メ クサ す サ 食 群 功 虫 の 中 に は , 2GHOMMBETLT 
いる 巣 が 数 個 見 られ た . これ は マオ 食 群 の 幼虫 で は 見 られ 
な か っ た 吹 化 習性 で あぁ る. Wü, どの 群 の ムラ サ 
キツ ッ ツメ クサ 食 幼 虫 も 個体 密度 は それ ほど 高く な か っ た の 
C, 飼育 容器 内 の 幼虫 の 容 度 が 異常 に 高い た め に こう し た 
事象 が も た ら さ れ た と は 考え に くい . マオ 食 群 功 虫 の 幅 化 
現象 と 併せ , これ も 飼育 容器 内 飼育 が も た らし た アカ タテ 
DJED "異常 行動 " な の か も し れ な い . 


モン キチ ョ ウ (AÑ, 1977a) や アゲ ハ (Watanabe, 1982) 
の 幼 下 に 嗜好 性 の 低い 食 草 を 与え る と , BIROR TC 
の 死亡 率 が 最も 高い . 本 調査 に お いて , WHOSE A 
に ムラ サキ ツメ クサ 食 に 移行 きせ た と ころ , 若 齢 幼虫 ほど 
生存 率 が 低く , 高齢 幼虫 ほど 生存 率 が 高かっ た (M5) の で , 
若 齢 幼 是 ほど 嗜好 性 の 低い 食 草 (ある い は 新規 食 草 ) へ の 
移行 が 困難 で ある こと を 示唆 し て いる . これ は , アカ タテ 
NOES Bld, 他 種 植物 へ の 移行 に 対す る 適応 性 が 非常 
に 低い が , 脱皮 を 重ね て 齢 が 進む ほど 嗜好 性 の 幅 が 広がり , 
より 多く の 食 草 に 対応 で きる よう に な る こと を 意味 し て い 
る の か も し れ な い . ある い は , 加 齢 に 伴っ て 嗜好 性 は 変化 
し な い が , 生育 に 不都合 な 因子 に 対す る 抵抗 性 が 増す こと 
に よっ て 死亡 率 が 減少 する 可能 性 も ある . し か し , ムラ サ 
キツ メ ク サ 食 に 移行 し て か ら も , 第 群 一 第 V 群 の 幼虫 で 
は 生存 率 が 次 第 に 低下 し て いっ た の で , マオ か ら ム ラサ キ 
ツメ クサ へ 食 草 が 変わ っ て も , し ば らく は 新しい 食物 に 対 
応 で き て いた こと が 伺え , この 事 は , アカ タテ ハ の 幼虫 に 
嗜好 性 の 低い 食物 が 与え られ た 場合 に , “食べ な い 個 体 " 
と “食べ る 個体 "の 二 群 に 幼虫 が 分 か れる の で は な く , € 
の 中 間 の 群 , 例え ば “少し は 食べ る が 生育 で き な い 個体 ', 
“好ま な いも の の 新しい 食物 を 摂り 生育 で きる 個体 な ど 
多種 類 が いる こと を 示唆 し て いる よう に 思わ れる . 


モン キチ ョ ウ で は , 嗜好 性 の 低い 食 草 で 飼う と メス の 死亡 
率 が 異常 に 高く な る 傾向 が 見 られ る UG 19776). ZEB 
ECL, アカ タテ ハハ 幼虫 を ムラ サキ ツメ クサ で 飼育 し て も , 
生存 率 に 明確 な 雌雄 差 は 見 られ な か っ た が , 唯一 , SE 
に お いて 成虫 に まで 育っ た 3 個体 が 全て オス で あっ た こと 
だ けが , モン キチ ョ ワウ 幼 虫 の 例 ( 八 谷 , 1977b) と 一 致し た . 
し か し , 他 の ムラ サキ ツメ クサ 食 群 で は , 羽化 に まで 至っ 
た 個体 数 に 明確 な 雌雄 差 は 見 出せ な か っ た ( 表 4) OT, 
アカ タテ ハ 幼 虫 を ムラ サキ ツメ クサ で 飼育 し て も , メス の 
死亡 率 が 高く な る こと は 確認 で き な か っ た . 食 草 の 嗜好 性 
と 雌雄 の 死亡 率 (ある い は 生存 率 ) と の 因果 関係 に は , 種 
に よる 差異 が ある の か も しれ な い . 


ムラ サキ ツメ クサ 食 群 の アカ タテ ハハ 幼 虫 は , 長い 成育 期間 
を 要 し た に も か か わら ず マ オォ オ 食 群 功 虫 に 比べ 小さ な 映 を 形 
成 し , それ か ら 推 測 で きる よう に , 羽化 し た 成虫 も 小型 で 
あっ た . LAL, ROM, Mi, 季節 型 な ど に は , マ 
オ 食 群 と ムラ サキ ッ メ クサ 食 群 で 差異 は 認め られ な か っ た 
OC, これ ら の 形質 は 食 草 の 違い に 影響 され な い の で あろ 
2. 羽化 し た 成虫 に は , 春秋 型 と 盛夏 型 が どの 群 に も 現れ , 
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し か る ゃ 羽化 時 期 と 季節 型 と の 相関 が 明確 に 認め られ な か っ 
ROC, 本 調査 が 行わ れ た 時 期 は , 季節 型 決 定 に 関与 する 
温度 も し く は 日 長 時 間 の 了 臨界 期 で も っ た と 思わ れる . アカ 
Y FREI, メス の ほう が オス より や や 下 が 幅 広く 大 刑 
に な る 傾向 が あり (白水 ・ 黒 子 , 1960; 手代木 , 1990), 
本 調査 で も , マオ 食 群 で は メス の ほう が オス より 則 重 や 成 
虫 の 前 麹 長 が 大 き な 値 で あっ た が , ムラ サキ ツメ クサ 食 群 
で 雌雄 差 が 明確 に 現れ た の は , 一 部 の 群 の 踊 や 成虫 だ け で 
あっ た . この 事 は , ムラ サキ ツメ クサ は オス より メス の 人生 
育 に , より 不適 当 で ある こと を 示唆 し て いる か も し れ な い . 


野外 に お いて , イラ クサ 科 植 物 等 で 生育 し て いる アカ タテ 
ハ の 幼虫 が ムラ サキ ツメ クサ や シロ ツメ クサ な どの マメ 科 
植物 に 遭遇 する 機会 は 多く ある と 思わ れ , そう し た 際 に マ 
メ 科 植物 に 移行 し , 成虫 に まで 育つ 個体 が あり 得る こと を 
本 調査 は 示し た . マメ 科 植 物 に 移行 する こと に よっ て , X 
英 な どか ら の 逃避 の 難易 度 , 病害 虫 に 対す る 抵抗 性 , 環境 
へ の 適応 性 な ど が どの よう に 変化 する か , ある い は TER 
l” 生育 で きた 成虫 が 交尾 ・ 産 卵 な どの 正常 な 生殖 活動 が 
で きる の か , 等 の 諸 間 題 は 今後 の 課題 と し て 残さ れ た . 


€ 約 


アカ タテ 和 ハ 効 中 を ムラ サキ ツメ クサ で 室内 飼育 し , その 生 
育 状況 を 調べ た . 野外 で 捕獲 し た アカ タテ ハ (AA) か ら 
卵 を 得 て , REL RM Me Vt CHBL, 1~ SHIGEL 
た 幼虫 を 順次 ムラ サキ ツメ クサ 食 に 移行 さき せ て , その 生育 
状況 を マオ 食 効 虫 (対照 群 ) と 比較 し 観察 し た . 対照 群 幼 
Rik, 1 一 5 齢 の どの 段階 か ら ム ラサ キツ メ ク サ 食 に 移行 
SETOM ICE CER CAMS, 生存 率 は 低く , A 
ラサ キツ メ ク サ 食 の 期間 が 長い ほど 幼虫 期間 が 長く , "fU 
率 も 遇 の 羽化 率 も 低かっ た . MBLMRe IRIS, A 
ラサ キツ メ ク サ 食 群 は 対照 群 に 比べ 小型 で , RR ORMME 
も 短かっ た が , 成虫 の 次 の 形態 や 閉 紋 に 異 営 は 認め られ な 
か っ た . 以上 の 結果 か ら . ムラ サキ ツメ クサ は , 飼育 環境 
下 に お いて は , アカ タテ ムカ ハ 幼 虫 の 代用 食 に な り 得る が , 好 
適 な 食 草 で は な いこ と が 示唆 され た . 
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Summary 


Development of the larvae of the Indian red admiral (Vanessa 
indica Herbst; Lepidoptera, Nymphalidae) was observed by 
feeding red clover (Trifolium pratense) as their only food source. 
The larvae studied were separated into 6 groups: the control 
group included larvae fed with mao (Boehmeria nivea), a known 
food plant for the larvae of the Indian red admiral, throughout 
their development, and additional 5 groups (group I ~ group V) 
of larvae were fed with red clover for different periods of time. 
Group I larvae were supplied with red clover only throughout 
their development. The larvae in groups II, III, IV and V were 
introduced to feeding on red clover when they had reached the 
2nd, 3rd, 4th and 5th instar stages, respectively. All larvae in the 
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control group grew into adults successfully. Many of the larvae 
belonging to groups I ~ V died shortly after transfer to a red 
clover cage, without either feeding on the plants or being fed red 
clover. The larvae fed with red clover required a longer period of 
time in the larval stages than those fed with mao. The larvae 
which successfully developed into adult butterflies were 7.7%, 
4.4%, 16.4%, 22.0%, and 42.0% in groups I, II, IM, IV and V, 
respectively. Thus, the feeding of red clover caused a marked 
reduction in the number of larvae that developed into adults. 


Young larvae (in the Ist and 2nd instars) eat only the soft parts 
of leaves of the food plants, by eating around the veins, and the 
eaten leaves appeared as a vein net, in either group. The older 
larvae fed with red clover chewed on the edges of the leaves, 
resulting in the eaten leaves appearing to have irregular folding 
around the edge. The larvae at the 3rd instar stage preferred to 
chew on the stems and stalks (possibly eating) of the red clover, 
and this increased the damage to the food plants, while those at 


the Sth instar stage preferred to eat flower petals rather than 
leaves. 


The quantification of the development of pupae and adult 
butterflies by measuring the weight and length of pupae and the 
length of the fore wing of the adults showed that feeding the 
larvae with red clover resulted in the production of small pupae 
and as a consequence small adults. The female butterflies tended 
to be bigger than male butterflies, but no marked difference was 
found in the wing color patterns of adults between the mao fed 
and red clover fed groups. 


The results indicated that while red clover can be consumed as a 
food plant by the larvae of the Indian red admiral, this plant does 
not seem to be a suitable food plant for them, since the rate of 
larval survival was low, the growth of larvae was slow, and both 
the pupae and emerged adults were small. 
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